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 会 議 録 

会議の名称 令和５年度那珂川市環境審議会（第２回） 

開催日時 
令和 5年 12月 14日（木） 

15:00～16:00 
開催場所 

本庁舎２階 

第１・２会議室 

出 席 者 

１．委員 

  朝廣委員、調委員、熊谷委員、中島委員、山本委員、原口委員、

比嘉委員、本田委員、川﨑委員、池田委員 

 （欠席者）八代委員 

２．執行機関（事務局） 

  春﨑環境課長、江藤環境課長補佐、岩﨑主任主事 

３．その他 

  備前グリーンエネルギー株式会社（コンサルタント）2人 

  エヌエス環境株式会社（コンサルタント）2人 

  傍聴者なし 

公開区分 開示 ・ 一部開示 ・ 非開示 

議題及び審議の内容 

 

１．開会あいさつ 

２．議題 

（１）第２次那珂川市環境基本計画年次報告書（令和４年版）について 

＜事務局より説明＞ 

 

委 員：P6_2-1-1-2②竹林の管理・伐採について、近隣市での竹林オーナー

制度の導入状況はどうなっているのか。 

事務局：北九州市や八女市等の事例はあるが、近隣市での導入はない。 

委 員：福岡県の森林環境税については、新しく相談窓口が開設されたので

活用してほしい。 

委 員：P2 に総括が追加されたが、不可抗力による未着手「―」の件数も

括弧書きで達成度の計算に含めてはどうか。 

事務局：修正する。 

委 員：P2 の総括で、C や D 判定の理由が重要なのではないか。コメント

に課題等を追記してはどうか。 

事務局：検討する。 
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２）第３次那珂川市環境基本計画（案）について 

＜事務局より説明＞ 

 

委 員：進捗管理について提案がある。福岡県が作っている九州エコファミ

リー応援アプリ「エコふぁみ」の資料を配布したが、市町村別の登

録者数等もわかるので、数値目標として設定してはどうか。 

事務局：那珂川市の登録者数は、令和 4 年度末で 90 名、令和 5 年度 11 月

末で 131名である。 

委 員：環境フェア等のイベント時に登録を手伝うと良いのではないか。 

事務局：目標値等検討して環境指標に設定したい。 

委 員：DX（デジタルトランスフォーメーション）にも関係することである

が、こういったアプリを活用しながら対話をし、生活を変えていく

ツールとして利用してほしい。 

委 員：P37コラムの下部にある生ごみ処理機等の補助について、生ごみ処

理機と生ごみ処理容器に区分されている。生ごみ処理機は電気式

とあるが、生ごみ処理容器とはコンポストのことか。 

事務局：そのとおりである。 

委 員：KPIとコラムを関連させると取組がよりわかりやすくなるのではな

いか。 

事務局：検討する。 

委 員：P14 の地図について、トンネル部分の「）（」のずれ、トンネル部

分は破線等わかりやすくしてほしい。また、五ケ山ダムが記載され

ていないので南畑ダムと同様の表記に修正すること。 

P43下水道課の電話番号が間違っている。 

事務局：修正する。 

委 員：P2 の計画の位置づけに福岡県生物多様性戦略を追加されたが、他

の計画は追加しなくて良いのか。 

事務局：「など」を追加することで対応したい。 

委 員：P60アンケート調査結果について、計画策定にどのように利用した

か記載してはどうか。 

事務局：検討する。 

事務局：計画（案）は令和 6 年 1月 10 日～2 月 9 日までパブリックコメン

トを実施予定である。パブリックコメントの意見を反映した計画

による審議会を 3月中旬に開催予定である。 
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３．報告 

（１）再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査について 

＜事務局より説明＞ 

 

委 員：現在、電気自動車の公用車は何台あるのか。市民への貸出をしてい

る自治体もあると聞くが、那珂川市では行っているのか。 

事務局：現在 4 台ある。更新の際には電気自動車を導入していく。市民へ

の貸出は行っていない。 

委 員：資料に、駐車場の検討とあるが、どういうことか。 

事務局：現在、青空駐車場の部分に、カーポート型の太陽光発電設備の設置

を検討している。本庁舎で言えば、屋根だけの発電量では施設の電

力に足りない可能性があるため、駐車場で発電したものも施設で

使えないかという検討を費用面も含めて行っている。 

 

 

 

以上 

 


